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畢「第326号濡

毎月10日・25日
福岡県遠賀郡

水　巻　町　発　行

ぼ
　
く
　
ら
　
の
　
豆
　
ま
　
き

‥
：
‥
節
　
分
　
の
　
日
…
…

お
に
は
そ
と
ー
、
ふ
く
は
う
ち
ー
。
二

月
三
日
は
節
分
の
日
、
町
内
の
各
保
育
所

で
は
豆
ま
き
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
母

子
寮
で
も
、
．
園
児
が
自
分
た
ち
で
作
っ
た

面
を
か
ぶ
り
、
先
生
が
投
げ
る
豆
か
ら
元

気
よ
く
逃
げ
ま
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

町の人口

（50年1月末現在）

人　口　24，095

男　11，689

女12，406

世帯数　7，094
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郡

消

防

団

を

一

堂

に

小

隊

訓

練

や

ポ

ン

プ

操

法

な

ど

訓
　
練
　
の
　
成
　
果
　
を
　
ひ
　
ろ
　
う

水巻町消防団員の堂々たる分列行進

功
労
者
　
内
尾
勝
正
、
石
橋
利
夫

優
良
団
員
　
平
城
茂
幸
、
太
田
久

義
、
桂
恒
夫
、
穴
井
信

男
、
鵜
城
繁
美
、
立
山

博
清
、
浅
沼
政
次

福
岡
県
民
火
災
共
済
理
事
長
表
彰

水
巻
町
消
防
団
第
五
分
団

消
防
協
会
遠
賀
支
部
長
表
彰

岩
崎
悦
郎
、
原
田
日
出
男

消
防
団
長
表
彰

荒
巻
和
明
、
行
正
政
実
、
増
田
博
己

森
山
茂
、
坂
口
健
治
、
泉
良
二
、
西

田
修
一
、
川
島
幸
治
、
阿
古
信
太
郎

桜
井
三
男

○
受
付
期
間
　
4
月
1
日
∵
－
1
5
日

0
受
付
場
所
　
役
場
総
務
課
財
政
係

○
資
　
　
格
　
町
内
に
営
業
所
が
あ
る

私
大
及
び
法
人

く
わ
し
い
こ
と
は
総
務
課
財
政
係
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

ノ’‾～‾、‾）、ノ、ノ‾ノ、′－へ（ノ‾‾’へ′、ノへ‾へ′ノ

ン

水
巻
町
が
快
走

遠
　
賀
　
郡
　
各
　
町

対
抗
駅
伝
大
会

県
知
事
・
県
議
と
町
議

一
月
二
十
六
日
、
芦
屋
競
艇
場
の
駐

車
場
に
多
数
の
来
賓
を
迎
え
、
遠
賀
郡

四
町
合
同
出
ぞ
め
式
が
は
な
や
か
に
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

四
町
が
合
同
で
行
な
う
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
今
年
で
二
回
目
、
こ
の
日
は

都
四
町
の
消
防
団
員
に
郡
の
消
防
署
員

が
加
わ
り
、
小
隊
訓
練
や
ポ
ン
プ
操
法

な
ど
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
ひ
ろ
う
し

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
式
上
で
、
消
防
団
員
と

し
て
活
躍
さ
れ
、
功
槙
の
あ
っ
た
方
た

ち
に
対
し
て
次
の
と
お
り
表
彰
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

精
綬
章
　
山
本
正
敏

福
岡
県
知
事
表
彰

永
年
勤
続
　
脇
坂
光
雄
、
宮
川
静
雄

福
岡
県
消
防
協
会
長
表
彰

永
年
勤
続

2
5
年
　
中
原
敏
夫
、
井
上
保
男
、

太
田
久
義

2
0
年
　
脇
坂
光
男

1
0
年
　
入
江
雅
人
、
西
京
一
、
川

島
健
司

防
火
消
防
施
設
宣
伝
の
普
及
改
善

ｒ

名
簿
の
　
縦
覧
は

期

　

間

　

内

　

に

臨
時
特
例
法
に
よ
る
統
一
地
方
選
挙

の
選
挙
人
名
簿
の
登
録
日
、
登
録
基
準

日
、
縦
覧
期
間
が
次
の
と
お
り
決
り
ま

し
た
。
登
録
基
準
日
の
三
ケ
月
前
ま
で

に
、
住
民
登
録
を
し
て
い
な
い
と
そ
の

市
町
村
で
の
選
挙
権
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
役
場
住
民
課
で
行
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
期
間
内
に
申
し
出
ら

れ
る
よ
う
お
疎
い
し
ま
す
。

㊥
県
知
事
・
県
議
会
議
員
選
挙

登
録
の
基
準
日
　
3
月
1
7
日
（
有

権
者
は
、
昭
和
4
9
年
1
2
月
1
7
日
ま
で

に
転
入
届
を
さ
れ
た
万
で
、
3
ケ
月

以
上
任
所
を
有
し
て
い
る
万
。
し

登

録

日

　

3

月

1

8

日

縦

覧

期

間

　

3

月

1

9

日

～

3

月

2

3

日
の
5
日
間
〔
8
時
3
0
分
～
1
7
時
）

投
票
日
　
4
月
1
3
日

＠
町
村
議
会
議
員
選
挙

登
録
の
基
準
日
　
4
月
1
5
日
（
有

権
者
は
、
昭
和
5
0
年
1
月
1
5
日
ま
で

に
転
入
届
を
さ
れ
た
万
で
、
3
ケ
月

以
上
住
所
を
有
し
て
い
る
方
。
）

登
録
日
　
4
月
1
6
日

縦
覧
期
間
　
4
月
1
7
日
～
4
月
2
1

日
の
5
日
間
（
8
時
3
0
分
1
7
時
）

投
票
日
　
4
月
2
7
日

町
建
設
工
事
な
ど

指
名
願
の
受
付

昭
和
五
十
年
度
に
水
巻
町
が
発
注
す

る
建
設
工
事
、
電
気
・
水
道
工
事
、
測

量
設
計
業
務
、
地
質
調
査
の
入
札
、
見

積
り
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次

の
要
領
で
受
け
付
け
ま
す
の
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

ｒ

一
月
二
十
六
日
、
遠
賀
郡
各
町
の
対

抗
駅
伝
大
会
が
岡
垣
町
で
行
な
わ
れ
、

二
位
の
芦
屋
町
と
四
分
の
差
を
つ
け
見

事
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

全
行
程
を
六
区
間
に
分
け
、
一
区
は

一
般
、
二
区
＝
中
学
生
、
二
一
区
＝
青
年

四
区
＝
一
般
、
五
区
＝
中
学
生
、
六
区

＝
青
年
で
遠
手
を
決
め
て
の
対
抗
戦
で

し
た
が
、
こ
の
六
区
間
の
う
ち
二
・

三
・
四
・
五
・
六
区
の
五
区
間
の
区
間

賞
を
水
巻
町
が
奮
う
と
い
う
圧
倒
的
強

さ
を
見
せ
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
優
勝
　
水
巻
Ａ
チ
ー
ム

選
手
一
区
（
有
本
）
、
二
区
（
金

城
）
、
三
区
　
（
土
井
）
、
四
区

（
見
川
）
、
五
区
（
黒
川
）
、
六

区
（
田
原
）

〇
二
位
　
芦
屋
Ａ
チ
ー
ム

○
区
間
賞

一
区

二
区

三
区

四
区

五
区

六
区

苗
閑
（
芦
屋
Ａ
）

金
城
（
水
巻
Ａ
）

土
井
（
水
巻
Ａ
）

黒
川
（
水
巻
Ａ
）

山
口
（
水
巻
Ｂ
）

田
原
（
水
巻
Ａ
）
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利

用

規

程

と

マ

イ

ク

ロ

バ

ス

巡
　
回
　
日
　
程
　
を
　
変
　
更

日
曜
日
も
開
所

克
ぷ
球
心
謹

（3）

㊥
定
休
日

・
毎
週
月
曜
日

・
国
民
の
祝
日
（
た
だ
し
、
祝
日
が

日
曜
日
と
重
な
っ
て
も
開
所
し
、
月

曜
日
が
定
休
日
と
な
り
ま
す
。
）

（
例
）
　
今
年
の
し
－
一
月
二
十
三
日
は

日
曜
日
と
祝
日
が
重
な
り
ま
す
が
、

当
日
は
開
所
し
、
翌
日
の
月
曜
日
が

休
み
と
な
り
ま
す
。

㊥

マ

イ

ク

ロ

バ

ス

の

巡

回

・
地
域
割
（
別
図
）

町
内
を
鹿
児
島
本
線
を
中
心
に
し

て
南
北
に
二
分
し
て
さ
ら
に
南
地
域

を
一
班
と
二
班
に
、
北
地
域
を
一
班

と
∴
班
に
分
け
、
南
地
域
と
北
地
域

を
ｌ
一
口
お
き
に
巡
回
し
ま
す
。

・
奇
数
日
は
両
地
域
を
、
偶
数
日
は

北
地
域
を
巡
回
し
ま
す
。

二
月
は
別
表
1
の
よ
う
に
な
り
ま

す
。両

地
域
と
も
一
班
、
二
班
と
噸
次

巡
回
し
ま
す
。

・
停
車
場
及
び
発
車
時
間
は
別
図
の

と
お
り
で
す
。

停
車
場
が
詳
細
に
記
入
さ
れ
て
い

な
い
所
は
、
公
民
館
ま
た
は
集
会
所

で
す
。
ま
た
発
車
時
間
に
多
少
の
ず

れ
が
あ
り
ま
す
か
ら
早
め
に
お
集
ま

り
く
だ
さ
い
。

・
別
融
前
よ
う
に
巡
回
し
ま
す
が
、

途
中
で
満
員
に
な
れ
ば
そ
の
時
点
で

一
度
山
荘
に
送
り
、
も
う
一
度
そ
の

僻
事
場
か
ら
巡
回
し
ま
す
。

ハ
例
）
　
二
月
十
五
日
南
地
域
一
班
の

場
合

九
時
三
十
分
に
山
荘
を
発
車
し
、

巡
回
途
中
伊
左
座
で
満
員
に
な
っ
た

と
し
ま
す
。
こ
の
場
合
た
だ
ち
に
山

荘
に
送
り
、
第
二
回
目
は
ま
た
伊
左

座
か
ら
以
下
二
、
二
町
任
と
巡
回
し

ま
す
。
し
た
が
っ
て
二
、
か
ら
あ
と

の
巡
回
時
間
が
相
当
ず
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

・
こ
の
巡
回
計
画
は
、
特
別
の
支
障

が
な
い
か
ぎ
り
変
更
は
し
ま
せ
ん
。

よ
っ
て
三
月
以
降
の
巡
回
日
も
同
じ

ょ
ぅ
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

ｉｉｉｌ－′′‘‾‾＝

Ｈ
．
Ｈ
ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
ｒ
．
．
Ｈ
日
．
リ
ー
Ｈ
．
1
1
1
　
　
－
　
1
－
．
・
　
　
　
－
　
　
　
　
　
1
1
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
1
1
．
　
　
　
－
　
　
　
　
　
－
－
．
　
－
　
　
　
－
　
　
－
－
　
　
　
　
－

本
人
以
外
は
委
任
状
が
必
要
な

番⑨
‥

諸

証

明

役
場
で
交
付
し
て
い
る

諦
証
明
の
中
に
は
、
木
人

以
外
に
交
付
で
き
な
い
も

の
が
多
く
あ
り
ま
す
。
本

人
が
直
接
役
場
に
来
る
こ

と
が
で
き
ず
、
他
の
人
に

委
任
す
る
と
き
は
委
任
状

の
　
交
付

が
必
要
で
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

ヽ

　

Ｏ

1
．
Ｖ

委
任
状
の
必
要
な
も
の

納
税
証
明
（
町
県
民
税
、
固
定

資
産
税
）
、
所
得
証
明
、
．
資
産
証

明
、
評
価
証
明

11 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

曜 ｌｌ 土 日 月 火 水 木 金 土 日 1－】 火 水 木 金

地　域 南 北 休
み

北 南 北 南 北 南 休
み

南 北 南 北

（）内の時間は帰りの時間ですマイクロバス巡回路線図

猪鮨公民館前
11こ1「

「
回
や
∵
－
ド
‖
」

鵠
○鵠

＿・ソ菰拭くあや郎嘱目
リこ51

榔いり増刷
†ｌこ51

極ノ利く
ｔｌこ∋丁

冊鍼
ｌ（）：（11

古賀バス仲ｌ約
1臣05

宮ノ下（机祉′七人ｒｌ‾三叉路）
10：07

ドり）

楔栄井用地
1両‾4

閻
胤
回
且
亀

信州金廊バス作前（久保酢勝山1ｆｌ

人
6

ぽ
い
沌

ｎ
ｍ

坤
…

也、
ト

．

9

　

　

　

　

　

　

　

ト

6

Ｈ

Ｕ

4

　

　

　

　

　

…

Ⅲ

．

Ｈ

古
川
　
　
　
・
音
1
0

0

－

－

1

－

1

Ｕ

闇

風

聞

息

且

温
温

0

　

5

　

1

　

ｃ

Ｕ

脱児山本鰍

う或

湘旨バス仲前
ｔｌこは

樋口公細川
ｇ：41

潮風バス停前
10：駕

頃末県住広場前
ｑこ付

ド∴

飢弘　　　桑野電揃ｉ
ｌＯ豆0

鹿
児
島
本
線
以
顛
第
一
址
）

温
恩

ｑ

い

　

5

　

ハ

Ｕ

　

5

防捷上
5

敷

館

沼

屈
艮
白
　
川

廿
り
公

地射
瀾

ず
ｑ
・

み

4
6

危

1

1

周

　

　

　

　

㌦

丑

ノ

9
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保育
募

昭
和
五

十
年
度
、

町
内
保
育

園
の
入
園

児
を
次
の

と
お
り
募

集
い
た
し

ま
す
。

◇
保
育
所
名
・
所
在
地
・
定
員

・
水
巻
町
立
第
一
保
育
園

頃
末
　
七
十
名

・
水
巻
町
立
第
二
保
育
園

吉
田
　
七
十
名

・
水
巻
町
立
第
三
保
育
園

古
賀
区
　
九
十
名

・
水
巻
み
な
み
保
育
園

下
二
　
六
十
名

・
水
巻
北
保
育
園

猪
熊
　
六
十
名

◇
申
し
込
み
方
法

。
入
所
申
請
善
一
通
（
役
場
老
人
児

童
課
に
用
意
し
て
い
ま
す
）

。
給
与
証
明
書
、
ま
た
は
収
入
申
告

書
、
理
由
申
立
書

捏
出
先
　
役
場
老
人
児
童
課
（
郵
送

で
の
受
付
は
い
た
し
ま
せ
ん
じ

◇
申
し
込
み
受
付
期
間

2
月
1
0
日
～
2
月
2
5
日

平
日
　
8
時
3
0
分
～
1
7
時

土
曜
日
　
8
時
3
0
分
～
1
2
時

◇
入
所
に
は
次
の
よ
う
な
措
置
基
準
が

あ
り
ま
す
。

。
両
親
が
い
つ
も
共
働
き
を
し
て
い

町
は
、
昭
和
五
十
年
度
中
の
臨
時

職
員
を
次
の
と
お
り
受
付
け
ま
す
。

臨
時
職
貝
と
し
て
雇
用
さ
れ
る
に

は
、
ま
ず
こ
の
登
録
を
し
な
け
れ
ば

瀾
貝

◇
資
格

。
性
別
、
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん

。
十
八
歳
以
上
、
四
十
五
歳
未
満

ペ
ン
書
き
の
こ
と
）
を
本
人
が
直

接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
賃
金
一
般
事
務
筆
耕
料
一
日

二
千
五
百
円

な
り
ま
せ
ん
。
希
望

さ
れ
る
方
は
早
め
に

申
し
込
み
く
だ
さ

ヽ
．
〇

臨

　

時

　

職

　

員

　

の

録

　

を

　

受

　

付

　

け

◇
そ
の
他
　
登
録
者

名
簿
の
中
か
ら
町

が
必
要
な
時
に
、

そ
の
つ
ど
勤
務
し

◇
登
録
受
付
期
間
　
5
0
年
3
月
1
日

～
3
月
3
1
日
ま
で
の
執
務
時
間
内

◇
職
種
一
般
事
務
及
び
看
護
婦
、

タ
イ
ピ
ス
ト
、
保
母
な
ど
の
技
術

（
た
だ
し
、
技
術
職
貝
は
五
十
五

歳
未
満
）

◇
手
続
き
　
役
場
人
事
課
へ
履
歴
書

一
過
（
市
販
の
も
の
を
使
用
し
て

て
い
た
だ
き
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
役
場
人
事
課

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

て
、
同
居
の
親
族
ま
た
は
そ
の
他
の

方
が
児
童
の
保
育
を
で
き
な
い
万
。

。
母
親
が
一
日
中
居
宅
内
で
児
童
と

は
な
れ
て
、
い
つ
も
日
常
の
家
事
以

外
の
労
働
を
す
る
た
め
、
そ
の
児
童

の
保
育
が
で
き
な
い
万
。

。
母
親
が
い
な
い
家
庭
、
ま
た
は
家

庭
内
に
病
人
が
い
て
、
そ
の
看
護
の

た
め
児
童
の
保
育
が
で
き
な
い
方
。

◇
書
類
が
す
べ
て
そ
ろ
っ
て
い
な
い
と

受
付
け
が
で
き
ま
せ
ん
。
申
請
用
紙

を
受
け
取
ら
れ
る
と
き
に
、
不
明
な

点
は
係
員
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
町
内
に
は
五
ヶ
所
の
保
育
園

が
あ
り
ま
す
が
、
定
員
の
都
合
も
あ

り
ま
す
の
で
近
く
の
保
育
園
に
入
園

を
希
望
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

な
お
、
昭
和
四
十
九
年
度
中
に
申

し
込
み
を
き
れ
て
ま
だ
入
園
決
定
通

知
の
な
い
方
、
及
び
現
在
通
園
中
で

引
き
続
き
入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
も

も
う
一
度
書
類
の
提
出
を
さ
れ
る
よ

ケ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

確

定

申

告

は

お

早

め

に

2

月

1

6

日

～

2

月

1

5

日

所
得
税
の
確
定
申
告
と
納
税
の
期
間

は
、
二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
期
限
に
お
く
れ

な
い
よ
う
正
し
い
申
告
と
納
税
を
お
願

い
し
ま
す
㌣

税
務
署
か
ら
日
時
を
指
定
し
た
納
税

相
談
の
案
内
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
申

告
の
こ
と
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
、
詳

し
く
知
り
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
お
気
軽

に
税
務
署
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

「

ま
た
、
次
の
日
程
で
相
談
会
場
（
税

務
署
、
役
場
、
税
理
士
会
な
ど
で
設

置
）
を
特
設
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。会

場
　
水
巻
町
民
会
館
ホ
ー
ル

日
時
　
3
月
3
日
～
4
日
　
9
時
3
0

分
～
1
6
時

㊥
還
付
を
受
け
る
た
め
の

確
定
申
告
は
お
早
め
に

税
金
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申

告
は
、
二
月
十
六
日
以
前
で
も
受
付

け
ま
す
。
早
く
申
告
す
れ
ば
税
金
の

還
付
も
そ
れ
だ
け
早
く
受
け
ら
れ
ま

す
。

＠
贈
与
税
の
申
告
と

納
税
は
三
月
十
五
日
ま
で

四
十
九
年
中
に
も
ら
っ
た
財
産
の

価
額
が
、
基
礎
控
除
（
四
十
万
円
）

を
越
え
る
と
き
は
、
贈
与
税
の
申
告

と
納
税
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。申

告
と
納
税
は
二
月
一
日
か
ら
三

月
十
五
日
ま
で
で
す
。
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町

　

営

入
　
居
　
者

ー
己
ぎ
ー
五
一
≡
≡
≡
－
≡
．
≡
≡
三
－
－
Ｆ
三
一
≡
≡

町
は
、
現
在
建
設
し
て
い
る
吉
田
団
地
の
耐
火
構
造
五
階
建

簡
易
耐
火
構
造
二
階
建
、
身
障
者
向
住
宅
お
よ
び
二
、
下
二
、

吉
田
垣
添
、
猪
熊
団
地
（
別
表
」
）
の
昭
和
五
十
年
度
入
居
希

望
者
の
募
集
を
行
な
い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
万
は
早
め
に
申
込

み
く
だ
さ
い
。

糾
串
込
み
受
付
期
間

5

0

年

2

月

1

7

日

～

5

0

年

2

月

2

8

日

は
申
込
み
用
紙
の
交
付
と
場
所

役
場
住
民
係
（
2
月
1
4
日
か
ら
）

用
申
込
み
先

役
場
住
宅
課
住
宅
管
理
係

三
－
三
三
三
三
－
三
三
≡
ｌ
三
ｌ
≡
≡
≡
ｌ
三
三
ｌ
≡
－
弔

ｌ

用
申
込
み
資
格

①
日
本
国
籍
を
有
し
、
水
巻
町
内
に

住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
を
有
す
る
こ

と㊥
す
で
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
（
婚
姻
の
届
出
を

し
て
い
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係
と

同
様
の
事
情
に
あ
る
者
そ
の
他
婚
姻

の
予
約
者
を
含
む
）

㊥
現
在
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
な
も
の
で
あ
る
こ
と

④
別
表
Ｉ
に
か
か
げ
る
基
準
の
収
入

で
あ
る
こ
と

糾
身
障
者
向
住
宅
の
申
込
資
格

川
の
申
込
み
資
格
を
満
た
し
、
か
つ

次
の
条
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

で
あ
る
こ
と

①
身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
し
て
お

り
、
障
害
の
程
度
が
四
級
以
上
で
あ

る
こ
と

㊥
戦
傷
病
者
手
帳
を
所
持
し
て
お
り

障
害
の
程
度
が
第
一
款
病
以
上
で
あ

る
こ
と

（別表1）

蓋蓋 ｌ

団　 地　 名
建設
年度

ｌ
憎

ｌ

構　 造

】　　　　　　　　　　 1
ｌ

間　 取　 り ｌ家　 貨
管　 理
戸　 数

入　 居
見込み
戸　 数

入　 居
予 定 日

1

】

吉田

46年

Ｉ

49年

1

2
種
混
Ａ
ｌコ

中耐

5階建

6．6．。Ｋ ｌ

ｉ

6・4．5・3・ＤＫ

6．5㈹円

ｉ

未　 定 ＿

176戸 60戸

50年

4 月

2 吉田

胡年

！

49年

2

種

簡耐

2階建

6・3・4，5・Ｋ

7

4ふ 4．か4．かＫ
ｉ

3，．8恥

！

未　 定

位2戸

ｌ
！
ｌ

［ 20戸

ｌ
ｌ
ｌ

朋 年

4 月

3

二 ・下二 ・

垣添 ・頃末

猪熊

28年

！

41年

ｌ

種

木造平

衡耐平

6・4ふ 3・Ｋ

ｆ

6・6・ＤＫ

2，3仰円

！

3，7∝Ｉ円

】
1

197戸

ｌ

10戸

卯年4 月

ｉ

51年3 月

30年

ｌ

4 1年

2

種

木造平

価蘇坪

6・4．5・Ｋ

Ｉ

6・4．かＤＫ

1，6㈱円

！

2，恥

171戸 10戸

ｌ研 4 月

Ｉ

51年3 月

4

吉田

身障者向

住宅

49年

1

2
種

憎

簡耐

（：慧

6・4．5・6・ＤＫ

ｌ階4戸は車イス

使用者から選考

します。

Ｉ東 軍 8戸 8戸 50年4 月

単位：円（年収（）内は月収）（別表1）

種
塑

収 入 基 準 扶 養 家 族
0 人

ク
1 人

［
ク

2 人

ｌ
一ケｌ　 3 人 ク

・ 4 人
「

第 ｉ

1 1
種 ！

［軋 0㈲ 円

以 下 ｉ

1，30 1 ，9 9 1 ，60 3 ，9労 1，87 7 ，9 9 2 ，1 51 ｉ9期 2，42 5 ，9鰯

Ｉ
（1 08 ，4労 ） （1 3 ，6伍 ） 1謳 ，4 9 ） （179 ，33 3 ） （2 02 ，1伍 ）

第

2
勘

3 6 ，㈱ 円

以 下

93 2 ，0（力

（7 7，伍 6）

1，124 ，0伽
ｊｌ，3 6 1 ，99

．1，6 5 5 ，9 9 1 ，92 9 ，9鱒

（9 3 ，鋪 6日 （1 13 ，4労 ）ｌ

ｌ

（13 7 ，9竹 ） （1蘭 ，8 33 ）

㊥
精
神
薄
弱
者
な
ど
の
精
神
的
欠
陥

を
有
す
る
者
は
、
児
童
相
談
所
の

長
、
当
該
更
生
相
談
所
の
長
、
精
神

衛
生
セ
ン
タ
ー
の
長
、
当
該
診
療
に

経
験
を
有
す
る
医
師
な
ど
に
よ
り
、

そ
の
程
度
が
重
度
ま
た
は
申
度
の
精

神
的
欠
陥
と
判
定
さ
れ
る
者

○
申
込
み
の
と
き
に
身
体
障
害
者
手

帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

㈲
入
居
者
の
決
定

町
長
が
、
入
居
者
資
格
な
ど
を
調

査
の
う
え
、
住
宅
困
窮
度
に
応
じ
公

開
抽
選
で
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

⑳
　
申
込
み
は
一
世
帯
で
一
戸
し
か
で

き
ま
せ
ん
。
ど
の
種
類
に
申
込
む
か

を
決
め
て
か
ら
申
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
郵
送
に
よ
る
申
込
み
受
付

け
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

＿

＿

°

＿

＿

°

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

ｔ

＿

一

＿

＿

き

一

こ

．

＿

＿

＿

ｔ

自
　
動
　
車
　
の

定
期
点
検
整
備

自
動
車
に
よ
る
交
通
事
故
を
な
く
し

排
出
ガ
ス
に
よ
る
大
気
汚
染
を
防
止
す

る
と
同
時
に
使
用
者
が
安
心
し
て
経
済

的
に
効
率
よ
く
使
用
で
き
る
よ
う
、
自

動
車
に
は
定
期
的
に
点
検
整
備
を
実
施

す
る
こ
と
が
道
路
運
送
車
輌
法
に
よ
り

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
整
備
不
良
奉
は
そ
の
運
行
が

道
路
交
通
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
次
の
よ
う

な
効
用
を
理
解
し
、
住
民
の
尊
い
健
康

と
か
け
が
え
の
な
い
自
然
の
美
し
き
を

守
る
た
め
、
自
動
軍
を
使
用
さ
れ
て
い

る
方
は
必
ず
定
期
点
検
整
備
を
行
う
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

経
済
的
効
用
・
‥
‥
運
行
諸
経
費
の
節
減

・
通
算
修
理
費
が
減
少
す
る

・
い
つ
で
も
使
用
で
き
る
可
動
率
が

向
上
す
る

・
路
上
故
障
が
な
く
な
り
安
心
し
て

使
用
で
き
る

・
車
輌
機
能
が
正
常
に
維
持
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
燃
料
費
が
節
減
で
き

る
・
整
備
不
良
に
よ
る
交
通
事
故
を
防

ぎ
、
事
故
に
よ
る
諸
失
費
が
節
減

で
き
る

車
輌
保
安
上
お
よ
び
社
会
的
必
要
性

・
交
通
事
故
の
防
止
に
な
る

・
排
出
ガ
ス
に
よ
る
大
気
汚
染
を
防

止
す
る

・
車
輪
が
発
す
る
騒
音
を
減
少
さ
せ

る

一
’
＝
′
ヽ
．
．
，
；
ヽ
′
．
、
．
．
′
ヽ
Ｊ
ｌ
ｌ
′
つ
三
′
ｌ
ｆ
，
，
ｌ
′
㌧
．
．
－
Ｈ

水道修理の申し込みは
水巻町管工事組合へ

「電轟601－8333」

町内の水道修理は「管工事組合」で行ないます。各家庭

で水道修理をしなければならないとき「管工事組合」に直

接お電話を－。

！
ニ
・
．
′
ｌ
・
．
・
・
．
ヽ
一
，
ｉ
・
．
′
ヽ
三
・

ヽ

′
こ
．
．
′
．
．
．
∵
ヽ
▲
．
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学
資
に
困
　
っ

．－．はーいｌｌｌｌｌｌ・‾　】．ｅｌｌＨはｌＨ　‾Ｈ‾‾．Ｈｌｌｌｌｌ．‾‾‾・ｔＨｌＨｌｌ‾‾‾‾．ｌｌＨｌｌｌｌ．一．．．・・ｌｌｌＨｌ・‾‾‾…ｌＨｌｌｌ‾‾‾‾

て
　
い
る
方
′
に

修
学
資
金
の
貸
付
け
制
度

昭
和
五
十
年
に
、
高
等
学
校
、
高

等
専
門
学
校
、
公
・
私
立
短
期
大

学
、
公
・
私
立
大
学
に
進
学
を
予
定

さ
れ
て
い
る
方
、
ま
た
は
現
在
在
学

中
で
学
資
に
困
っ
て
い
る
方
は
、
次

の
貸
付
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

．
．
．
Ｊ
’
‘
ｊ
ｔ
Ｉ
．
．
Ｈ
－
．
こ
こ
ｊ
ｔ
’
ｔ
ｔ
ｔ
こ
．
こ
．
．
．
－
1
．
1
一
，
一
．
．
．
こ
こ
．
．
ｔ
一
▼
一
1
一
1
－
－
ニ
ー
．
．
．
．
一
・
1
Ｊ
ｌ
ｌ
’
一
’

た
だ
し
、
他
の
奨
学
資
金
を
借
り

て
い
る
方
は
、
二
重
に
は
借
り
ら
れ

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◇
貸
付
対
象
者
　
低
所
得
世
帯
ま
た

は
被
保
護
世
帯
に
属
す
る
者
の
就

学
の
た
め
に
貸
し
付
け
ま
す
。

◇
就
学
資
金
の
種
類

就
学
支
度
費
、
修
学
費
（
ど
ち

ら
も
無
利
子
で
す
）

。
母
子
福
祉
資
金
貸
付
け
の
申
込

み
月
は
、
二
月
と
三
月
で
す
。
役

場
老
人
児
童
課
に
申
込
み
く
だ
さ

い
。

世
帯
更
生
資
金
貸
付
け
の
申
込
蒜

み
月
は
、
二
月
、
三
月
、
四
月
と
　
㌫

な
っ
て
い
ま
す
。
社
会
福
祉
協
議
蒜

会
鈴
絹
器
「
二
蒜

月
、
三
月
に
申
込
ま
れ
た
方
に
限
一
「

り
折
目
は
、
申
込
み
月
の
二
蒜
Ｆ

十
五
日
と
し
、
特
別
の
事
情
の
な

い
限
り
そ
の
他
の
月
の
貸
付
け
は

行
な
い
ま
せ
ん
。
く
わ
し
い
こ
と

は
、
老
人
児
童
課
ま
た
は
社
会
福

祉
協
議
会
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い

侶
摂
拒
侶
』

修学費と償還

．

修

学

月　　　　　　　　 額 恒置期間［償還方法

高　 校　－　　　　　　 3，0㈱円以内

卒

毎

高　 専（1，2，3年）　　 3，5㈱円以内 描

付国・公立高専（4，5年） 3，0㈲円以内

私立高専（4，5年）　　 4 000円以内 業 け

学

費

ｌ
国・公立短大　　　　 6，000円以内 後 月

額

資

金

私立短大　　　　　　 7，000円以内 6 以

国・公立大学　　　　 6．000円以内 ケ 上

私立大学　　　　　　 8，000円以内 月

以、

の 日
金賦
額償寧 高校・高専　　　　　 20，000円以内

学 自宅通学の場合　　 15，000円以内 内 を還

．支
度

大学・短大　　　　　 30，000円以内 の

】費 自宅通学の均合　　 20，000円以内 と

モ
ー
．
≡
．
－
三
．
ニ
ー
≡
．
．
－
－
≡
．
三
－
．
．
．
－
≡
≡
≡
≡
〓
一
≡
－
〓
〓
≡
．
．
－
≡
≡
－
≡
．
．
．
－
≡
〓
ニ
ー
≡
．
．
－
≡
．
三
－
≡
．
．
．
－
≡
三
≡
．
．
三
三
．
．
．
－
－
≡
．
〓
≡
．
．
三
ｔ
ｔ
≡
．
－
≡
〓
ｌ
ｌ
－
≡
三
≡
コ
ｌ
三
．
三
三
．
－
≡
≡
－
≡
≡
ニ
ー
≡
．
≡
≡
≡
≡
〓
1
－
一
≡
．
－
≡
こ
ｌ
一
≡
≡
．

刷
　
戦
没
者
の
遺
族
の
万
で
請
求
さ
れ
た
方
に
は
特
別
弔
慰
金
が
　
　
る
方
が
い
な
く
な
っ
た
場
合
の
戦
没
者
の
遺
族
の
方
。

支
払
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
請
求
期
限
が
五
十
年
五
月
二
十

八
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
該
当
さ
れ
る
方
で
ま
だ
請
求
を

さ
れ
て
い
な
い
万
は
、
早
め
に

。
昭
和
四
十
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
四
十
七
年
四
月
一
日
ま
で
…

に
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
、
遺
族
年
金
、
公
務
扶
助
料
　
州

な
ど
の
受
給
権
の
あ
る
方
が
…

請
求
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

支
給
対
象
者

ユ
Ｊ
　
　
い
た
が
、
昭
和
四
十
七
年
三
…

。
昭
和
四
十
年
四
月
一
日
ま
で

に
弔
慰
金
の
受
給
確
を
取
得
し
た
万
で
、
昭
和
四
十
年
四
月

一
日
か
ら
昭
和
四
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
あ
い
だ
に

公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
な
ど
を
失
曝
し
、
昭
和
四
十
七
年

四
月
一
日
現
在
で
、
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け
、

月
三
十
一
日
ま
で
に
遺
族
年

金
、
公
務
扶
助
料
な
ど
の
受

給
確
を
失
権
し
、
昭
和
四
十

七
年
四
月
一
日
に
こ
れ
ら
の
受
給
構
者
が
い
な
い
場
合
の
戦

没
者
の
遺
族
の
方
。

該
当
さ
れ
る
方
、
ま
た
詳
細
に
つ
い
て
は
、
役
場
厚
生
課
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

≡

≡

≡

…

≡

≡

…

ｌ

≡

ｌ

≡

≡

ｌ

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

…

≡

≡

≡

≡

≡

≡

…

≡

≡

≡

≡

…

≡

≡

≡

≡

三

三

喜

≡

…

≡

≡

≡

≡

一

…

≡

…

≡

…

≡

≡

…

≡

≡

≡

ｌ

…

≡

…

≡

≡

ａ

ｌ

ｒ
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交通安全

一口メ　モ

∵
差
別
　
の
　
な
　
い
　
明
　
る
　
い

町
　
を

同

和

問

題

を

正

し

く

認

識

し

よ

う

り
ノ

（7）

し
あ
わ
せ
な
家
庭
を
一
瞬
に
し
て

不
幸
に
す
る
交
通
事
故
～
。
お
そ

ろ
し
い
交
通
事
故
を
追
放
す
る
た
め

に
は
、
各
ご
家
庭
の
一
人
ひ
と
り
が

交
通
安
全
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
、

正
し
い
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
が

た
い
せ
つ
で
す
。

楽
し
い
夕
食
後
の
ひ
と
と
き
、
一

日
の
話
題
の
中
か
ら
身
近
か
な
交
通

問
題
を
と
り
あ
げ
、
ち
ょ
っ
と
し
た

油
断
や
不
注
意
な
ど
か
ら
交
通
事
故

が
起
こ
る
こ
と
を
話
し
合
い
、
正
し

い
歩
行
、
正
し
い
運
転
を
す
る
た
め

に
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

正
し
い
歩
行
と
横
断

・
歩
道
の
な
い
道
路
は
右
側
を
歩
く

・
道
路
で
立
ち
話
は
し
な
い
。

・
横
断
歩
道
や
歩
道
橋
が
あ
れ
ば
、

少
し
遠
ま
わ
り
に
な
っ
て
も
そ
れ

を
渡
る
。

・
こ
ど
も
を
道
路
で
遊
ば
せ
な
い
。

正
し
い
運
転

・
い
つ
も
安
全
な
速
度
で
運
転
す
か

・
横
断
中
の
歩
行
者
に
注
意
し
、
必

ず
徐
行
、
一
時
停
止
す
る
。

・
横
断
歩
道
の
近
く
で
は
追
い
越
し

や
追
い
抜
き
は
し
な
い
。

・
わ
き
見
運
転
を
し
な
い
。

・
酒
を
飲
ん
だ
ら
絶
対
に
運
転
し
な

い
。

同
和
問
題
の
概
観

同
和
対
策
審
議
会
は
調
査
部
会
を
設

け
、
同
和
地
区
に
関
す
る
基
礎
調
査
を

実
施
し
た
。
今
回
の
調
査
の
結
果
を
通

じ
て
、
全
国
に
お
よ
び
同
和
地
区
の
所

在
を
的
確
に
把
握
す
る
こ
と
は
き
わ
め

て
困
雑
で
あ
り
、
集
団
地
区
以
外
に
か

な
り
の
関
係
住
民
の
い
る
こ
と
も
十
分

に
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

同
和
問
題
が
現
在
の
時
点
に
お
い
て

重
要
性
を
も
つ
の
は
、
数
量
的
に
、
地

区
的
に
と
ら
え
ら
れ
る
よ
う
な
現
象
だ

け
で
は
な
い
。
日
本
の
社
会
体
制
の
あ

ら
ゆ
る
面
で
、
根
深
く
潜
在
し
て
い
る

差
別
的
な
実
態
そ
の
も
の
が
、
問
題
な

の
で
あ
る
。

同
和
問
題
に
関
す
る
本
質
の
課
題
は

端
的
に
は
「
部
落
差
別
」
そ
の
も
の
で

あ
る
。
身
分
的
差
別
意
識
が
劣
悪
な
生

活
環
境
の
な
か
で
、
い
ぜ
ん
と
し
て
厳

心
く
温
存
さ
れ
て
い
る
事
実
で
あ
る
。

新
憲
法
の
も
と
国
民
の
基
本
的
人
権

が
新
し
く
意
義
づ
け
ら
れ
、
社
会
体
制

の
民
主
化
も
一
応
進
展
し
っ
つ
あ
る
よ

う
に
み
え
な
が
ら
、
同
和
地
区
に
つ
な

が
る
人
々
は
こ
の
部
落
差
別
の
な
か

で
生
活
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

る
。こ

れ
は
審
議
会
が
基
礎
調
査
と
と
も

に
実
施
し
た
精
密
調
査
の
結
果
に
よ
っ

て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
時
に
一
見

平
等
と
み
ら
れ
る
就
職
、
就
学
、
結
婚

な
ど
の
社
会
体
制
の
な
か
に
、
い
ぜ
ん

と
し
て
厚
い
差
別
の
壁
が
あ
り
、
一
般

国
民
の
な
か
に
、
地
区
や
地
区
住
民
に

対
し
て
、
感
情
、
態
度
、
意
識
、
思
想

な
ど
に
よ
る
偏
見
が
残
存
し
て
い
る
こ

と
も
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
審
議
会
が
部
落
差
別

の
事
実
と
し
て
客
観
的
に
と
ら
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
焦
点
は
、
し
ば
し

ば
社
会
問
題
と
し
て
提
起
き
れ
る
主
観

的
な
差
別
言
動
よ
り
も
、
む
し
ろ
一
般

地
区
の
生
活
状
態
お
よ
び
社
会
、
経
済

的
な
一
般
水
準
を
比
較
し
て
、
同
和
地

区
な
る
が
ゆ
え
に
解
決
さ
れ
ず
取
り
残

さ
れ
て
い
る
環
境
そ
の
も
の
に
あ
っ
た

の
で
あ
る
。

同
和
地
区
に
お
け
る
人
口
、
住
宅
の

過
密
。
道
路
、
上
下
水
道
、
居
住
形
式

な
ど
物
的
環
境
の
荒
廃
状
況
は
き
わ
め

て
顕
著
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
職
業
選

択
の
制
限
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
通
婚
圏

の
狭
い
こ
と
、
無
関
係
で
は
な
い
。

す
な
わ
ち
地
区
が
封
鎖
的
性
格
を
も

つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
活
は
向
上
性
を

失
い
、
や
む
を
え
ず
集
団
化
に
よ
っ
て

そ
の
転
落
を
防
止
す
る
よ
う
な
自
己
防

衛
的
な
環
境
ま
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
差
別
が
原
因
と

な
っ
て
貧
困
が
同
居
し
て
い
る
。

同
和
地
区
が
し
ば
し
ば
一
般
低
所
得

地
区
と
同
一
視
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が

こ
れ
は
必
ず
し
も
正
し
い
認
識
で
は
な

い
。
一
般
の
低
所
得
地
区
と
異
な
る
の

は
、
部
落
差
別
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
そ
こ
に
居
住
し
な
け
れ
ば
な
ら

戦
没
者
の
遺
児
で

青
年
部
を
∴
結
成

水
巻
町
遺
族
会
は
、
戦
没
者
の
遺

児
で
青
年
部
を
結
成
い
た
し
ま
す
。

戦
後
三
十
年
、
水
巻
町
遺
族
会
も

年
々
減
少
し
、
会
員
も
老
齢
化
し
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
戦
没
者
の
遺
児

で
青
年
部
を
結
成
し
、
国
の
礎
と
な

っ
た
亡
き
父
の
霊
を
な
ぐ
さ
め
よ
う

と
い
う
も
の
で
す
。

結
成
式
は
次
の
と
お
り
行
な
わ
れ

ま
す
。
戦
没
者
の
這
児
の
方
の
参
加

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

。
日
時
　
2
月
2
2
日
　
1
9
時
か
ら

。
場
所
　
町
民
会
館
日
本
間

主
催
　
水
巻
町
遺
族
会

青
年
部
結
成
に
つ
い
て
の
お
た
ず

ね
は
、
吉
田
車
返
し
三
吉
フ
ミ
子

（

蟹

6

0

1

・

0

3

。

0

7

）

　

へ

。

な
い
し
、
ま
た
住
む
こ
と
に
よ
っ
て
生

活
的
活
動
に
制
限
が
加
え
ら
れ
る
こ
と

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
地
区
に
よ
っ
て
は

行
政
の
対
象
か
ら
も
除
外
さ
れ
る
現
実

が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ

た
結
論
は
、
部
落
差
別
の
実
態
が
生
活

条
件
の
劣
悪
さ
を
誘
致
し
環
境
の
悪
化

を
生
ん
で
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

部
落
差
別
の
解
消
は
、
偏
見
を
も
た

ら
す
因
襲
や
伝
統
を
観
念
的
に
と
り
あ

げ
た
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
。

そ
れ
を
存
続
さ
せ
る
の
は
、
社
会
体

制
の
な
か
に
あ
る
と
い
う
認
識
に
立
た

ざ
る
を
得
な
い
。
（
つ
づ
く
）

、
ノ
．
Ｈ
－
′
ヽ
ヽ
ノ
ｌ
Ｌ
て
ノ
、
へ
、
′
1
．
′
＼
ノ
ｌ
ヽ
ノ
．
＼
ノ
、
ヽ
ノ
・
ヽ
′
、
、
ノ
ヽ
・
・
ノ
し

二
　
月
　
の

心
配
ご
と
相
談

二
月
の
心
配
ご
と
相
談
日
は
次
の
と

お
り
で
す
。
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
　
2
月
1
7
日
、
2
5
日
　
1
3
時
～

1
6
時
3
0
分

◇
場
所
　
水
巻
町
民
会
館

1

お

　

礼

－

香
典
返
し
と
し
て
次
の
方
か
ら
社
会

福
祉
協
議
会
へ
ご
寄
贈
が
あ
り
ま
し

た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と

と
も
に
あ
っ
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

故
阿
部
キ
ヌ
殿
　
　
阿
部
貞
雄
殿

故
畑
辺
キ
ク
殿
　
（
揃
聖
霊

故
内
村
玉
恵
殿
　
　
渡
辺
敏
博
殿

故
川
内
治
郎
＝
殿
（
…
醐
撃
腑

故
伊
藤
大
三
殿
　
　
伊
藤
軍
二
殿
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高
血
圧
教
室
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・
日
時
　
2
月
1
9
日
　
9
時
3
0
分
～
1
1

時

3

0

分

・
会
場
　
遠
賀
保
健
所
（
水
巻
町
民
会

館
前
）

・
内
容
　
検
尿
、
血
圧
測
定
、
健
康
相

談
指
導

・
料
金
　
無
料

検
診
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を

苦

情

の

で

な

い

し

尿

収

集

に

努

力

母
子
保
健
相
談

・
日
時
　
2
月
2
1
日
　
9
時
3
0
分
1
1
1

時

3

0

分

・
会
場
　
吉
田
団
地
公
民
館

・
内
容
　
乳
児
（
身
長
・
体
重
測
定
、

育
児
相
談
指
導
）

母
親
（
家
族
計
画
相
談
と
指

導
）

器
具
、
薬
品
な
ど
も
準
備
し
て
い
ま

す
。

し
尿
収
集
の
苦
情
は
、
住
民
の
方
か

ら
か
な
り
多
く
出
て
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
は
、
町
と
業
者
と
の
間
で

何
回
と
な
く
話
し
合
い
を
行
な
い
、
苦

情
解
決
の
た
め
に
両
者
で
努
力
を
も
て

き
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
な
お
苦
情
の

数
は
減
り
ま
せ
ん
。

清
掃
事
業
の
や
り
方
に
は
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
す
が
、
町
と
し
て
は
現
在
の
許

可
業
者
方
式
に
よ
る
事
業
運
営
の
方

が
、
自
治
体
行
財
政
の
置
か
れ
た
立
場

と
現
状
か
ら
見
て
最
適
の
処
理
方
法
と

考
え
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
町
と
し
て
は
、
現
状
の

許
可
業
者
方
式
に
よ
る
し
尿
の
収
集
な

ど
は
、
清
掃
行
政
の
支
柱
で
あ
り
そ
の

推
進
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
も
の
と
信

じ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
今
後
は
な
お

い
っ
そ
う
、
収
集
業
務
に
携
わ
る
人
々

の
立
場
や
心
情
を
十
分
理
解
し
た
う
え

で
清
掃
行
政
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
業
者
の
方
も
苦
情
の
な
い

も
の
に
す
る
た
め
に
最
善
を
つ
く
さ
れ

て
い
ま
す
。
住
民
の
皆
さ
ま
も
し
尿
収

集
業
務
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
な
わ
れ
る
よ

う
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
醸
い
い
た

し
ま
す
。
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㌫

は区別して

ね
ず
み
の
害
に
は
い
ろ
い
ろ
と
悩
ま

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ね
ず
み
を
退
治
す
る
に
は
広
い

地
域
が
い
っ
せ
い
に
駆
除
を
行
な
う
こ

と
が
一
番
効
果
が
あ
り
ま
す
。
二
月
は

ね
ず
み
駆
除
月
間
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
伝
染
病
を
ま
き
散
ら
す
ね
ず
み
の

撲
滅
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ね
ず
み
退
治
の
た
め
の
殺
そ
剤
の
お

世
話
は
、
頃
末
遠
賀
保
健
所
横
の
浦
田

俊
幸
さ
ん
が
し
て
い
ま
す
。
販
売
と

同
時
に
駆
除
の
指
導
も
行
な
っ
て
い
ま

す
。殺

そ
剤
の
利
用
に
は
、
次
の
こ
と
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

0
　
く
す
り
は
、
た
ペ
物
な
ど
の
そ

ば
、
ま
た
、
子
ど
も
の
手
の
届
く
所

に
は
置
か
な
い
こ
と
。

。
必
ず
二
日
間
く
ら
い
は
、
か
ご
が

動
か
な
い
状
態
で
毒
の
入
っ
て
い
な

い
え
さ
を
し
か
け
、
三
日
目
か
ら
毒

°

　

°

え
さ
で
し
か
け
る
の
が
こ
つ
で
す
。

三
日
間
く
ら
い
え
さ
を
た
ペ
な
く

て
も
場
所
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
て

く
だ
さ
い
。

もえるごみ
もえないごみ

ごみを出すときに、もえないごみをもえるごみとい

：＿∴「∴二∴二、二．．ニー∴∴「圭
み、もえないごみ桜必ず区別して出すようにお願いし

ます。
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；、25日古賀区・う月．古賀．みず

き　　　ほ団地．下二幼稚園通

し尿汲取予定日

2月のし尿汲取予定日が決まりま

した。日程に多少の変更はあります

が、事前に準備をお願いします。

6日　三ツ頚区・樋口・吉田垣添

・中央区・高松区

7日　立屋敷・高松区・三ツ頚区

・頃末（15・18区〕・う月

・古貿・緑風園・中央区・

上二・下二

8日　苫田本村・卑近・机・古賀

・吉田川端商店街・下二町

住

10日　吉即日端商店街・吉田県道

筋・宮ノ下

12日　頃末〔6・11・14区）・吉

田大橋・上二町住

13日　頃末（6・11・14区）

14日　猪熊

15日　猪熊

17日　樋口・机・吉田団地

18日　吉田団地

19日　吉田団地・美吉野団地・松

栄荘

20日　美吉野団地・松栄荘・梅ノ

木区・上二・下二・伊佐座

・富田本村

21日　美吉野団地・松栄荘・梅ノ

木区・上二・下二・伊佐座

・吉田本村

22日　猪熊町住・机社宅

24日　古賀区・古賀県住・みずほ

団地

26日　古賀区・梅ノ木区・下二幼

椎園通

：；：一二‾：

・猪熊・樋口

・猪熊・樋口

日　曜　在・宅　医

2月16日　中村医院　内・児科　下二　691・5820

23日　有留医院　内・児紺　吉田　691・1394

3月2日　長谷川医院　眼　科　樋口　691・1017

9日　伊藤医院　皮膚科　頃末　691・0527

診察時間は9：00～17：00、原則として往診はいたしま

せん。
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